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「共生社会のための日本語教育」の実践例
本質観取とは
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言語教育における本質観取
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実践例：某大学の英語学位プログラムの日本語コース
上級１および２
（2019年10月～11月）
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「本質観取」の４つの観点
１）本質定義：「恋」の本質を短く言い表す。

２）近接（類似）概念との違い：「愛」や「友情」
とはどう違うのか？

３）本質的特徴とは：その特徴がなければ「恋」と
呼べない性質とは何か

４）発生的本質：自分の「成長」の中で「恋」の
体験を考える。
初めて恋をしたのは、いつ？
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例２：「先入観」板書例
上級２．９人。３人×３グループ



オンライン授業でも実践可能
Å2020年4月～前任校ではすべての授業が

全面オンライン化

Å上級１、２のクラスで引き続き「本質観取」の活動を行う。

Åコンセプト、手順はほぼ同じ。ZOOMのブレイクアウトセッションを

利用し、学生をグループに分けて本質観取を実施。

Åあつかったトピックは

「夢」「家族」など

Ộρ ϓο˔

・ブレイクアウトセッションでの話し合いの可視化がしにくい

・最後のクラス内共有の話し合いの板書がしにくい

（議論が十分に可視化できなかったー教師の力量不足）



まとめ：本質観取の意義
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異なる言語文化背景を持つ人々が日本語、その他の言語で

しつつ、内省によって自分のˮ◘Μ₅ϙ˯ϬΜμθϭϵЪϾ˔す

ることによって認識の違いを乗り越え、Σ῀ΜΥ πΦϥӪ

ᵔˢ ꜡ˣτ♩ϥ。みんな違うけれど、何かしら共通普遍

に妥当だ、と思える概念は作り得る。→共に生きる社会のルール

を創り出すことの可能性。例：「正義」の本質観取

自由の相互承認の精神に基づく、共通了解の成立を目指す言語教育
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パネル発表①「共生社会のための日本語教育」

以上で、本パネルの発表を終わります。

①細川英雄「目的論の不在を乗り越えるための共生社会とWell-being」

②金泰明「共生社会と二つの人権原理」

③杉本篤史「日本語教育と言語権」

④稲垣みどり「日本語教育における「本質観取」の実践について」

日本語教育は、言語教育は、いったい何を目指すべきか。

「共生社会」の社会構想の枠組みの中で、これからのあるべき

日本語教育の輪郭を描いた。今後一層、「社会構想としての日本語教

育」の地図、それを支える思想的な価値理念、哲学が必要となる。



本パネルをご視聴いただきまして、

ありがとうございました！


